
 

 

 

 

 

貯めたお年玉で忘れられない思い出が 

新年、あけましておめでとうございます。本年も、どうぞよろしくお願いいたします。 

お正月は、ゆっくり過ごされましたでしょうか。子供たちにとって、年末年始は毎年いろいろな思い出が残る時

期でもあります。 

その中で、お年玉もお正月の思い出の一つですが、お年玉のことになると、今も思い出すことがあります。（最

近、子供の頃のことをよく思い出します。年をとった証拠かもしれません。） 

 子供の頃、我が家は決して裕福だったわけではなく、日々の生活では我慢しなくてはいけないことがたくさんあ

りました。ただ、クリスマスプレゼントとお年玉だけは、両親が十分にしてくれた記憶があります。また、市内に

祖父母や親せきが何人も住んでいたので、お正月はさながら「お年玉の集金」をしているようでした。ただ、お年

玉で特に買いたいものがなかったので、両親が預かって貯金をしてくれていました。 

 最終的にそのお年玉は、大学卒業前に海外へ行くことに使いました。とはいっても、当時は気軽に海外に行ける

ような時代ではなく、貯めていた金額で行けそうな国が中国(大学で第２外国語を選択していたこともあり)で、そ

れも往復は飛行機でなく船(船で往復 2泊ずつ・計 1２日間)の旅でした。 

 その旅は、行きの船中からハプニングの連続でしたが、その中でも、強烈に思い出に残る出来事がありました。

中国国内を飛行機で移動した時のことです(国内航空は料金が格安)。上海から、世界遺産の景勝地「桂林(けいりん)」

へ移動するときのこと。けっこうな揺れだった飛行機も目的地に着陸。私と友人の２人は、機内でもらったお菓子

の箱を持って空港の検査場を出ました。が、何となく違和感が…。「んっ、ガイドさんから桂林は寒いですよ、と聞

いていたのに蒸し暑いな…。」と。空港の雰囲気もどこか南国の雰囲気が漂い、聞こえてくる中国語も東南アジア

っぽさが。「おかしい。」と思った私たちが目にしたのは「広州(こうしゅう)空港」という看板。「ちがう。桂林じゃ

なくて、ここは広州や。香港の近くにある。」血の気が引きました。持っているのはパスポートとお菓子の箱だけ。

ヤバい、と思った私たちは飛行機に戻るルートを探しました。しかし検査場を逆行できるはずもなく、途方に暮れ

かけていましたが、空港の外に出ると、空港に隣接して貨物を積み下ろしをするスペースがありました。そこには

ゲートがあり、荷物を出し入れしている空港職員がいたので、その職員に紛れて駐機場に入りました。広州は、今

では 1000 万人を超える大都市ですが、当時は小さな地方空港だったのでそんなことができたのでしょう。私た

ちは、駐機場の真ん中に乗ってきた飛行機を見つけ、駐機場を横切るように一目散に走りました。と、すぐさま、

後ろから私たちを呼び止めようとする叫び声が。振り返ると、軍の兵士が２人。それも腕に銃を抱えて…。呼び止

められたら終わり、ましてや撃たれたら…。危機一髪。その時、飛行機から降りてきてくれたのが CAさん。おそ

らく、機内から、さっき飛行機に乗っていた日本人大学生２人が、お菓子の箱を抱えて、兵士に追いかけられてい

るのを見つけたのでしょう。CAさんが中国語で語気を強めて追いかけてくる兵士を制止してくれました。何を言

っているのかはわかりませんでしたが、CA さんの勢いに押されて、兵士はようやく引き上げていきました。無事、

機内に入り、ほっとして CAさんに言えたのは「謝謝(シェシェ)」の一言だけ。CA さんは大笑いしていました。 

「そりゃ、何が入っているかわからん箱を手に持った２人の人間が、飛行機に向かって突進しているのを見たら、

追いかけてくるよな…。」と、友人と話をしているうちに、飛行機は「広州」を離陸して、本来の目的地「桂林」へ

と向かいました。                             
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※ちなみに後に上海に戻ってわかったことですが、現地ガイドさんが、飛行機が広州経由の桂林行きの便だということを私

たちに伝え忘れていたことが原因でした。でもそのおかげで、貯めたお年玉を使って一生忘れられない思い出ができまし

た。子供たちにもお年玉を有効に使ってほしいな、そしてできれば若いうちに海外に行ってほしいな、と思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校公開デー・書初展】 

◆参観の時間帯は、1～4校時

のどの時間帯でも構いませ

ん。 

校時 授業時刻 

1 8:40～ 9:25 

2 9:35～10:20 

3 10:40～11:25 

4 11:35～12:20 

※9:00～9:20 

 防災について考える会 

(各教室で全校放送による学習) 

◆書初展(各教室掲示)は 15～ 

 16 時もご覧いただけます。 

◆参観時の人数制限は設けて

いません。混雑している場合

は、譲り合ってご覧くださ

い。 

◆当日の時間割については、日

が近づきましたら連絡帳等

でお知らせします。 

 

例）①4⇒１年生４クラス 

【児童の登下校の様子から】 

寒さが一段と増してきまし

た。2学期末ごろより、子供た

ちが、手が冷たいことでポケッ

トに手を入れて登下校する姿

をよく見かけます。手を入れた

ままだと、転倒した際、とっさ

に手をつけず、大けがにつなが

ることがあります。 

登下校時の 

手袋の着用 

をおすすめし 

ます。 

詳細につきましては、

12/22(金)に「すぐーる」で

も配信しておりますので、

ご確認ください。 


